























 研究方法 第Ⅰ部（第１章・第 2章）では，組織における心理臨床活動に伴う困難と対
処を明らかにするために質的研究を行った。第Ⅱ部（第 3章・第 4章・第 5章）では「非
専任」心理臨床家の困難体験を明細化するために，X 大学・学生相談室を対象とした事例
研究を行った。第Ⅲ部では，これらを踏まえて「臨床心理的地域援助の発展方略モデル」












紙調査を行った。最後に，学生相談員 3 名で総合的な分析を行い，妥当性を確認した。 











第 2章 学生相談における学内連携事例に伴う困難と対処 
 目的 学生相談員が経験する困難な学内連携事例の特徴とその対処法を明確化すること
とした。 
 方法 学生相談経験者 14名（専任 5名，非専任 9名）を対象に 90分程度の半構造化面
接を行った。半構造化面接では「困難の背景」「困難の出来事」「困難の対処」を尋ねた。
分析にはグラウンデッド・セオリー法（Strauss & Corbin,1998）を用いて以下 3 つの手
順を経た。第一に，学内連携の判断から行為，帰結までの時系列を明確化するためのカテ














第Ⅱ部 「非専任」によって運営される X 大学・学生相談室の事例研究 
 
第 3章 X大学・学生相談室の特徴 
目的 「非専任」によって発展してきた組織の特徴を明確化することとした。 
方法 X 大学・学生相談機関の開設から現在に至るまで，33 年間の経緯を対象に後向調
査を行った。 
 結果 開設 33 年目時点における X 大学の学生相談機関の発展段階（福盛，2012）は，
















第 4章 「非専任」の学内連携および協働活動の実践 
目的 「非専任」がその立場から，教職員との協働の方向性を見出し大学コミュニティ
に踏み出すための方法を明らかにすることとした。 
 方法 X大学・学生相談室における 3 年間の学内連携・協働実践を「模索期」「躍動期」
「実現期」「低迷期」「収束期」に分けて報告し，実践に役立った方法を検討した。 
 結果 入職から 1.5 年目まで，前半 3 期の実践では同僚との関係づくりに注力し，その
足場をもとに教員への能動的な働きかけをした結果，教員コンサルテーション件数が倍増
した。協力関係を構築できた教員と出張授業や新入生オリエンテーションなどの協働活動
を実現することもできた。しかし 1.5 年目から任期満了退職まで，後半 2 期においてそれ
以上の発展は困難であった。 















































図 6-3 「非専任」心理臨床家の組織における臨床心理的地域援助の発展方略モデル 
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第 7章 他大学事例の検討 
目的 発展方略モデルの学生相談領域における適用可能性を検討することとした。 
方法 X 大学とは異なるタイプの Y大学・Z 大学事例を提示し，発展方略モデルによる
説明を試みた。 




















第 8章 他領域事例の検討 
目的 発展方略モデルの他臨床領域における適用可能性を検討することとした。 
方法 組織における臨床心理的地域援助の実践を含み，かつ，心理臨床家としての内省
的記述を含む 3 事例を素材として，発展方略モデルによる説明を試みた。 
結果 私立高校スクールカウンセラー事例（泉，1991）は 3 年間を経て Phase3（協働
活動），民間総合病院事例（下平・古田，2013）は 6 年間を経て Phase2（協働），一般企
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